


株主総会想定問答　事例②

（監査役の体制全般）
	Ｑ1．社外非常勤監査役が2人いるが、具体的に何を監査しているのか。常勤との間で職務分担があるのか。


弊社の非常勤監査役は、公認会計士と弁護士の先生方でございまして、その専門性に応じて、公認会計士の先生には財務会計上の様々なご指摘やご意見を取締役会などの場で頂いております。また、弁護士の先生からは、投資案件や契約上の問題点について、法律のプロとしてのお立場から忌憚のない適切なご意見を取締役会の場などで頂いております。

	Ｑ2．監査役のうち1名は、（親）会社のメイン銀行出身であるが、会社と利害関係があるのではないか。また、銀行からOBの出向転籍先として押し付けられたのではないか。


仰せられる通り社外監査役の○氏は、親会社の取引銀行のご出身です。ただし銀行時代には直接当社及び親会社の担当をされた事はなく、独立性に問題はないと認識しております。また銀行出身として財務、市場廻りの知識は豊富であり、そのご経験を生かして、監査役会、取締役会でも忌憚のないご発言を頂いており問題はないと考えております。

	Ｑ3．監査役報酬は取締役報酬と比較した場合、常勤監査役でもかなり低いようだが、これで良いのか。監査役報酬は監査役会の専決事項と思うが、社長の介入はないのか、もしくは社長の顔色を見て控えめに決めていないか。
　　なかには監査役報酬を監査役が決めずに非公式に取締役会で決めているケースもあるやに聞くが、当社の場合はそのような独立性が疑われるような事はないか。リスクに見合った監査役報酬を当然請求すべきと思うが如何。


当社の場合、監査役報酬は期初の監査役会で全監査役の合意のもとで決めております。社長を含め経営執行部の介入は一切ありません。

	Ｑ4．新任の社外監査役を選任する場合、「監査役会」が推薦しているのか。
　　社長が気に入った人物を選び、結果を追認していないか、監査役会には同意権があるが正しく行使しているか。


新任の監査役選任に際しては、常勤監査役が主体になって社長などとも協議しながら幅広く候補者をあたっております。候補者の方については社外非常勤監査役の方にも必ず面接に立ち会って頂き、監査役会として適任か否か最終的な判断をしておりますので、ご心配のような事はございません。

	Ｑ5．当社の監査役は3名と法定員数ぎりぎりだが、万一の場合を想定して補欠監査役を選任しておくべきではないか。


ご意見として承りますが、弊社としては補欠監査役を予め選任する必要性はないと考えております。

	Ｑ6．監査役の体制について聞きたい。内部統制決議では、監査役の求めに応じてスタッフの増強などができる事になっているが、監査役は社長に対して、そうした要求をしているか。


弊社の規模・事業内容などから考えますと、現在の監査体制で十分かと思料しております。もちろん、今後規模拡大などがあれば、その時点で社長とも相談し、適宜スタッフ（補助人）については要請する所存です。

	Ｑ7．財務・会計に関する知見を有する監査役は必須と思うが、貴社にはいるのか。


A1　弊社の非常勤監査役の○氏は公認会計士であり、財務会計のプロでありまして専門的見地から適宜適切なご指導を頂いております。
A2  弊社の非常勤監査役△氏は、長年にわたり事業会社で財務経理部門に勤務し会計知識の豊富な方でございます。

	Ｑ8．今回、貴社では監査役が重任された。本来、監査役は1期4年で交代すべきではないか。監査役OBが書かれた本によれば、監査役は4年目の後半になると再任を期待して社長を監視する目に曇りが出てくるといわれる。これでは監査役本来の職責を達成できないため、4年の任期満了で退任する覚悟はなかったのか。こうした考えについて如何か。


監査役OBのお考えも経験を踏まえた大変立派なご見識かと思います。ただし、会社によりまして重任するかどうかは任期満了時の状況判断があるかと存じます。最終的には法の定めに従い株主総会でご判断頂ければ宜しいのではないかと思います。

	Ｑ9．期中に社外監査役が1名辞任しているが、「一身上の理由」は真実か。社長と意見の相違があったのではないか。また、辞任した監査役は意見陳述権を行使して、次回の株主総会で辞任理由を明確にすべきと思うが如何。


あくまで個人的な一身上の理由とお聞きしております。社長との確執などといったことはございません。また、辞任された監査役には法令に基づき株主総会の招集内容を通知しておりますが、ご本人におかれては総会の場で陳述するご意思はないとの事でございました。

	Ｑ10．公開前に外部から選任された監査役は、監査役としての職責に違背する行為を時としてするやに聞いている。例えば自ら「社内規程」を作ったり、様々な営業支援のアドバイスをしたりするとの話もある。これは明らかに自己監査であり職責違反である。当社の場合、そのような事はないか。監査役が本来の職責を果たさずに、経営者に迎合することは大問題と思うが。


弊社の監査役は会社法に則り、上場前であれ後であれ粛々と監査役としての職責を全うしております。ご指摘の様な話は弊社の場合は懸念ありません。

（監査役の執務）
	Ｑ11．当社の監査にあたっては、どのような監査計画を立て、どのような監査体制で実施しているのか、具体的に教えて欲しい。


当社では、株主総会終了後の第1回目の監査役会で、今期の監査方針及び監査計画を策定致します。監査計画は監査方針に基づき、監査対象、監査の方法、実施基準などを定めています。
今期の場合は、業務拡大に伴い各部門でリソースが不足する事がないかを重点的に監査する事としています。当社の場合は過去業績拡大が順調に進んでおり万一にも業績拡大のリソースが追いつかない状況が生じると業務停滞が生じ、また、様々な事故を誘発する事にもなりかねません。その点を早めにチェックして予防的な対応を促したいと思っております。

	Ｑ12．常勤監査役は毎日出社しているのか。閑散役と揶揄されないように、従業員から見ても誠実に勤務していると評価されるような執務をしているか。


基本的に毎日出社しております。

	Ｑ13．非常勤監査役とのコミュニケーション、情報共有は如何。監査役会は月1回程度で、そんな頻度ではよろしくないと思うが。


私としては、非常勤監査役の方々とはリアルタイムで情報共有を図るために、電子メールを積極的に活用しております。監査調書、面談記録などは随時メールで発信し、内容に対する質疑応答もメールで実施しております。
また、何か具体的な相談事があった場合、社外で適宜、非公式な監査役連絡会を実施し監査役会としての情報共有を図っております。

	Ｑ14．監査役が出席している重要会議とは取締役会以外にどんな会議があるのか。


○○○○以上が出席する週1回の幹部会、月1回開催されるコンプライアンス委員会には必ず出席しています。その他、安全衛生委員会、各部の連絡会も必要に応じて随時参加しております。


	Ｑ15．監査役と内部監査室との連携の具体的内容、頻度について教えて欲しい。


内部監査室とは公式には2ヵ月に1度、監査役会に対して内部監査室長より活動報告をして頂いております。もちろん、その他にも随時情報交換を実施し、月次の内部監査状況などについて常勤監査役はヒヤリングしております。

	Ｑ16．監査役と会計監査人との情報交換の具体的内容及び頻度について教えて欲しい。


常勤監査役は、四半期決算作業のために監査法人が来社する都度（3ヵ月に1度）、結果報告を必ず受けております。また、その他J-SOXなどの監査に際しても内部監査室と同席し先方の説明を聴取しております。もちろん、公式なものとしては期初の監査法人説明会、監査役会向け監査報告などがございます。

	Ｑ17．監査役（会）と代表取締役とのコミュニケーションの場はあるのか。また、その頻度は如何。面談記録は残しているか。


監査役会としては半年に1回、公式に代表取締役と会合の場を設けております。その場では、監査役会からの要望などを社長に伝えるなど忌憚のない意見交換を実施しております。また、会議の内容についても面談記録を残しております。

	Ｑ18．監査役として取締役会で然るべき意見陳述をしているのか、またその旨取締役会議事録に明記されているのか。差し支えない範囲で最近の具体例を教えて欲しい。


常勤監査役である私を含め非常勤監査役の方々も、取締役会の場で適宜適切な意見表明を致しております。ただし、その内容につきましては取締役会の議事内容に関わる事でございますので、具体的内容についての説明は差し控えさせて頂きたいと思います。例えば投資案件に関する経営判断について専門的立場から指摘をさせて頂いております。

	Ｑ19．内部統制に関する監査役監査の具体的内容を教えて欲しい。またその結果、特段の問題なしということだが、どういう監査を経て合理的な結論をしたのか解説して欲しい。


監査役としては、当社が取締役会で決議した内部統制システムにつきまして、関係規程、手続集、各種資料、稟議書などを閲覧し、また役員・幹部社員から業務に関してヒヤリングするなどして、当社の資料などの整備状況について、及びその規定などの運用面も含めて監査致しました。その結果、特段の問題はないとの結論に至った次第でございます。

	Ｑ20．J-SOX（財務報告に関する内部統制）に関して、監査法人と適宜意見交換していると思うが、お互いに共有する問題点としてはどのようなものがあるのか。


監査役と監査法人は、財務報告に関する内部統制システムに関して適宜意見交換を行っております。特段の問題はございませんが、今後の課題としては KAMへの対応などが共通の話題に上がっております。

	Ｑ21．監査役として会計監査人の独立性をどう確認しているか。また、会計監査人の監査費用の妥当性についてはどう判断し同意しているのか。さらに、会計監査人の監査結果を相当であると判断した根拠は何か。


監査役として会計監査人より会社計算規則第131条に則り、独立性に関する事項、監査および監査に準ずる業務およびこれらに関する業務の契約の受任および継続の方針に関する事項、会計監査人の職務の遂行が適正に行われることを確保する為の体制に関するその他の事項について、期初に報告を受けております。
監査費用の妥当性につきましては、期初会計監査人からの監査計画説明に際して、監査工数・監査内容等をチェックし、監査人1人当たりの単価を検証したうえで不適切な見積りとなっていないかについて精査しております。その点で当社の会計監査人につきましては特段の問題はないと認識しております。
さらに、会計監査人の監査結果の相当性については次の様に判断しております。
監査役は会計監査人が四半期毎の監査来社時には必ず面談の場を作り、監査結果について報告を受けております。また期末の現物監査、実地棚卸しなどにも立会い、監査人の業務執行が適切である事を確認しております。さらに財務報告に関する内部統制監査の際にも適宜報告を受けるなど、常に緊密な連絡をとっており、その総合的な判断として会計監査人の結果は相当であると判断したものであります。

	Ｑ22．昨今、インサイダー取引による不祥事が数多く発生しているが、当社の場合はインサイダー取引を防止する為に監査役は何を行っているのか。


昨今のインサイダー取引多発を受けて、当社としては「内部者取引管理規程」など管理体制を見直したところであります。監査役としては見直された内部管理体制が十分なものか、また運用が徹底しているかなどの観点から内部者取引に関する監査を定期的に実施しております。具体的には役職員から提出された株式売買申請書と内部者情報の管理状況をチェックし遺漏がないか監査しております。

（コロナウイルス関連）
	Ｑ23．当社にはコロナウイルスなど非常時への備えはあるか。リスク管理の一環として対策をうっているか、監査役はどうみているか。


当社では非常時など災害発生時のマニュアルを作成しており、今般のコロナウイルス騒動の際に明らかになった問題点も加味した改訂版を現在策定中であります。監査役としては、そのマニュアルが社内に周知徹底しているか監視していきたいと思います。

	Ｑ24．各社とも既存のBCP（事業継続計画）の見直しが進められていると聞くが、当社の場合は如何。監査役として、BCPについて監査したか。


今回の災害では各社のBCP（事業継続計画）が想定する以上の事態が起こったために、その計画が有効ではなかったとされます。そのため、現在各社はより深刻な事態を想定したBCPの見直しを実行していると聞いています。当社もまた、災害後にコンプライアンス委員会を中心にして鋭意見直しをしているところであります。監査役としては、その進捗状況についてチェックし上場企業のリスク管理体制として十分なものか、実効性があるかについて監査していきたいと思っております。

（その他）
	Ｑ25．監査役会監査報告は、監査役協会の「雛形」と全く同じ文言で丸写しといわれても仕方がないのではないか。当社として、もう少し個性を打ち出した画一的でない報告にすべきではないか。


監査役会監査報告は会社法等の法令に則って作成しております。法令では記載すべき内容について厳格かつ具体的に定められておりますので、結果として報告文言が同様になるのは致し方ないのではと思います。

	Ｑ26．社外監査役の2名は東証の「独立役員」として登録されているが、その2人に聞きたいのだが独立役員として以前とは異なった視点で監査を実施しているか。　


私（ども）は元々社外監査役として経営執行部とは独立した立場で取締役会に出席し、経営意思決定について監視をしております。昨年、東証より制度化された独立役員制は「一般株主の利益への配慮がなされるよう取締役会の場などで必要な意見を述べる事により一般株主の利益保護を踏まえた行動をとる事が期待されている制度」と認識しておりますが、私どもとしては従来も、そうした視点で職責を果たしております。独立役員に就任後はさらに一般株主の利益保護という観点を重視した監査を実施しております。

	Ｑ27．監査役として監査のために要した費用は「監査費用」として正しく請求されているか。執行部に遠慮して自制していないか。昨年度の監査費用総額と主たる費用項目を教えて欲しい。


監査役として監査に要した旅費・宿泊費、研修費、参考図書購入代はすべて費用として請求しております。ただし、監査費用として区分計上している訳ではなく、一般管理費のなかに含まれておりますので分別する事は困難でございます。

	Ｑ28．当社の取締役は社長をはじめ皆若く、社会人経験が乏しい。取締役会の雰囲気は監査役の目から見ていかがか。社長に物申せる風土か。また、社外監査役の指摘を理解するリテラシーがあるか。監査役の所感を是非伺いたい。


取締役の年齢は確かに若いが皆闊達な議論をしています。また、上程された議案に対して、各々の専門的観点から指摘、意見が出されており十分活性化されていると思いますし、そうしたなかで社長に対して遠慮して物申せないという状況はないと認識しています。社外監査役の様々な指摘、意見に対しても謙虚に耳を傾けていると思われます。

	Ｑ29．昨今、○○をはじめ個人情報漏洩事件が多発しており由々しき問題である。
　　当社の場合、過去そうした事件はなかったか。また、外部からの侵入に備えるためにセキュリティ対策を講じているか。


当社の場合、過去に情報漏洩事件を惹起した事はございません。また、ハッカーなど外部からの攻撃に備えるために年2回、外部専門家に依頼して「セキュリティ検査」を実施しております。直近の検査報告によりますと、当社の場合はシステム上の脆弱性は特にないとの評価を受けています。

                                                      　　　　以上
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